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グ
ロ

ー

バ

ル

社
会
に
お

け
る

民
衆
宗
教

　

　
　
サ

ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

を

事
例
に

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
井
上

　
大
介

　
本
発
表
は
ロ

ー

カ

ル

な
次
元
で

立
ち

現
れ
る

民

衆
宗
教
が、

グ
ロ

ー

バ

ル
、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な
次
元
と

ど

の

よ

う
に

結
び

付
く
の

か
と

い

う
点
に
つ

い

て、

メ

キ
シ

コ

・

テ

ピ
ー

ト
地

区
で

発
展
す
る

サ

ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

信

仰
を

事
例
に

考
察
し
た
も
の

で

あ
る

。

　
具
体
的
に

は
、

メ

キ
シ
コ

・

テ

ピ

！

ト
地

区
に

設
置
さ
れ
た

サ
ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

像
の

祭
壇
に

参
拝
す
る

信
者
を

対
象
に

、

彼
（
彼
女）

ら
が

、

サ
ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

信
仰
を、

グ
ロ

ー

バ

ル

（

一

部
リ

ー

ジ

ョ

ナ
ル

を
含

む
）
、

ナ

シ
ョ

ナ
ル
、

ロ

ー

カ

ル

と

い

う
次
元
に

お

い

て

ど

の

よ

う
に

解

釈
し

て

い

る
の

か
と

い

う
点
に

つ

い

て、

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー

で

得
ら
れ
た

デ

ー
タ

を
も
と
に

分
析
し
そ
の

内
容
を

報
告
し
た

。

　
そ

の

際
、

グ
ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

を
「

近

代
以
降
顕
著
と

な
り、

九

〇

年
代
以

降
よ

り
急
激
に
進
行
し
て

き
た

国
境
を
越
え
る
人、

も
の
、

情

報
の

交
流
に

よ

っ

て

推
進
さ
れ
る

個
別
性
の

普
遍
主
義
化
と

普
遍
性
の

個

別
主
義
化
が
グ
ロ

ー

バ

ル
、

リ
ー

ジ
ョ

ナ
ル

、

ナ

シ

ョ

ナ
ル
、

ロ

ー

カ

ル

な

諸
次
現
で

顕
在
化

す
る

現
象
」

と

定
義
し
、

国
家
−

脱
国
家、

グ
ロ

ー

バ

ル

ー
ロ

ー
カ

ル

と

い

っ

た

二

元

論
的

枠
組
み

を
中
心
と
し
た
グ
ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

論
か
ら
の

脱
却
を

試
み

た
。

　
一

方、

民
衆
宗
教
に

関
し
て

は
、

ク

リ
フ

ォ

ー

ド
・

ギ
ア

ツ

の

宗
教
の

定

義
を
ベ

ー

ス

と

し
て
、

そ
こ

に

権
力
や

権
威
と

い

っ

た

視
点
を

加
え

「

社
会
に

お

け
る
支
配

者
層
と

の
ヘ

ゲ
モ

ニ

ー

的
状
況
に
よ
る

闘
争
や

折

衝
の

中
で
、

様
々

な

機
構
お
よ
び

戦
術
的
実
践
を
通

じ
て、

流

動
的
に

構

築
、

再
解
釈、

再
生
産
さ
れ
て

き
た

、

従
属
階
級
各
集
団

間
に

共
通
の

世

界
観
を
イ
メ

ー

ジ

さ
せ

る、

物
質

、

観
念、

事
象
と

関
連
し
た

象
徴
の

体

系
で

あ
る
」

と

定
義
し、

考
察
を

展
開
し

た
。

　
メ

キ
シ

コ

は

新
自
由
主
義
経
済
を

標
榜
す
る

中
で、

特
に

九
〇
年
代
以

降
は、

北

米
自
由
貿
易
協
定
と

い

う
地
域

統
合
へ

の

加
入
を

契
機
に、

法

王
ヨ

ハ

ネ
・

パ

ウ
ロ

ニ

世
訪
墨、

カ

ト
リ

ッ

ク
優
遇
政
策
で

あ
っ

た
と

考

え
ら
れ
て

い

る
憲

法
改
正

、

バ

チ

カ

ン

と
の

国
交
回

復
、

カ

ト
リ

ッ

ク
教

会
と
強
い

親
和
性
を
も
つ

国
民
行
動
党
（

PAN

）

の

誕
生
な
ど、

国
内

に

お

け
る

政

治
と

既

存
の

マ

ジ

ョ

リ

テ

ィ

宗
教
と

の

接
近

が
顕

在
化
し

た
。

こ

の

よ

う
な
動
き
は
グ
ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

に

お

け
る

国
家
的

枠

組
み
の

強

化
と

考
え
ら
れ
よ

う
。

一

方、

関
税
撤

廃
を
主

眼
と

す
る

自
由

貿
易

協
定
に

不
満
を
募
ら
せ
た
サ
パ

テ

ィ

ス

タ

国

民
解
放

軍
の

武
装
蜂
起

な
ど
は

、

グ
ロ

ー

バ

ル

化
に

お
け
る
ロ

ー

カ

ル

な
抵

抗
運

動
と
し

て
、

国

内
外
の

関
心
を
集
め
た

。

そ
こ

で

は
、

グ

ロ

ー

バ

ル

な
通

信
メ

デ

ィ

ア

を

通
じ

、

ロ

ー

カ

ル

な
主

張
が
世
界
的
世

論
と
結
び
つ

き
、

ナ
シ
ョ

ナ

ル

な

動
向
に

圧

力
を

加
え
る
と
い

っ

た

現
象
を
生
じ
さ
せ
も
し
た

。

　
こ

の

よ

う
な
メ

キ
シ
コ

に

お
け
る

グ
ロ

ー
バ

ル
、

ナ

シ
ョ

ナ
ル

、

ロ

ー

カ

ル

な
諸

相
を
念

頭
に、

発

表
で

は
、

民
衆
宗
教
と
い

う
テ

ー

マ

に

絞

り

考
察
を

展
開
し

た
。

　
結
果
と

し
て

、

信
者
に

は

信
仰

対
象
で

あ
る
サ
ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

を
グ

ロ

ー

バ

ル

な
言
説、

ナ
シ
ョ

ナ

ル

な

言

説、

ロ

ー

カ

ル

な

言
説
で

表
象
す

る

と
い

う
傾
向
が

存
在
す
る

点
を

指
摘
し

、

そ
れ
ら
が

信
仰
年
数
と

あ
る

程
度
の

相
関
関
係
を

有
し

て

い

た
こ

と
を

報
告
し
た

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

言

説
で

は、

神
の

普
遍
性

、

「

死
」

の

普

遍
性
を
ベ

ー

ス

と
し

た

信
仰
で

あ

る
、

と
い

っ

た

主

張
が

中
心
で

あ

り
、

ロ

ー

カ

ル

な

言
説
と

し
て

は
、

現

在
の

サ

ン

タ
・

ム

エ

ル

テ

信
仰
発
展
の

原
動
力
と
な
っ

た

テ
ピ
ー

ト

地

区
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の

貧
困
や

犯
罪
と
い

う
イ
メ

ー

ジ

と

連
動
さ
せ
た

解

釈
が

中
心
で

あ
っ

た
。

他
方、

ナ
シ
ョ

ナ

ル

な

言
説
で

は
、

メ

キ

シ
コ

文
化
や

ア

ス

テ

カ

文

化、

具
体
的
に

は
近

年
、

世
界
無
形
文

化
遺
産
と
し
て

ユ

ネ
ス

コ

に

登

録

さ
れ
た

「

死
者
の

日
」

や
、

ア

ス

テ

カ

文
明
の

「

死
の

神
」

と

の

関
係
を

示
唆．
す
る

主
張
が

確
認
で

き
た

。

カ

ト
リ
ッ

ク

と
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

ロ

ー

カ

ル

な
主
張
に

お
い

て

そ
れ
ら
の

関
係
が
否

定
さ
れ
て

い

た
の

に

対

し、

ナ
シ

ョ

ナ
ル

な

言
説
に

お
い

て

は

肯
定
的
に、

グ
ロ

ー

バ

ル

な
言

説

で

は
、

結
び
つ

き
に

関
す
る

主
張
に

多
様
性
が
存
在
し
て

い

た
。

信
仰

年

数
に

関
し
て

は

長
い

信
者
ほ

ど
よ

り
ロ

ー
カ

ル

な
主
張
と
結
び

つ

い

て

い

た
。

今
後
は

そ
れ
ら
の

言

説
が
生
じ
る

背
景
を
さ
ら
に

精
査
し
て

い

き
た

い
。

日

本
仏
教
の

ア

メ

リ
カ

化
の

諸
相

　
　
　

加
州
の

浄
土

真
宗
と
禅
宗
を

比
較
し
て

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

釋
氏

　
真
澄

　

日

本
仏
教
の

北
米
伝
道
の

現
場
で

は
、

「

ア

メ

リ

カ

化
（
ア

メ

リ
カ

人

に

定
着
す
る
こ

と
）

」

と
い

う
課
題
に

直
面
し
て

お

り、

そ
れ
は

発
表
者

自
身
が
カ

ナ
ダ

開
教
使
と
し

て

経
験
を
し
た

こ

と
で

も
あ
る

。

浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
以
下

、

真
宗）

北
米
開
教
区
の

創
設
は
、

一

八
九
九
年
サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

で

の

日

系
移
民
向
け
の

寺
院
創
設
に

遡
る

。

真
宗
の

特
徴

は
、

日

本

文
化
と
の

強
い

結
び
つ

き
と
、

家
族
で

参
加
で

き
る

寺
院
形
態

で

あ
る

。

曹
洞

宗
の

ア

メ

リ
カ

伝
道
も
ま
た

日
系
移
民
に
応
じ
る
形
で
、

一

九
二

二

年
ロ

サ
ン

ゼ

ル

ス

で

の

創
設
に

遡
る

。

曹
洞
宗
の

ア

メ

リ
カ

伝

道
に

は
二

つ

の

流
れ
が

あ
る

。

一

つ

は

開
教
当
初
か
ら
の

“

日

系
寺
院
”

で

あ
り、

も

う
一

つ

は

欧

州
系
仏
教
徒
を
中
心
と

し
た

．

禅
セ

ン

タ
ー

”

で

あ
る

。

一

九
五

〇
年
代
の

禅
ブ
ー

ム

を

経
て

、

六
Q
年
代
に

は

口

本
人

指
導

者
が

禅
セ

ン

タ
ー

を
設
立
し
、

全

米
に

広
ま
っ

た
。

本
稿
で

は
、

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
カ

リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

州
の

真
宗
と

曹
洞
宗
に

お

け
る

、

ア

メ

リ

カ

化
の

諸
相
（
教
学
・

行
・

儀

礼
・

伝
道
方
法
・

僧
侶

育
成
）

に

関
す

る

ア

ン

ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ

た
結

果
を

提
示
・

考
察
す
る

。

調
査

対
象
は

国
際

伝
道
に

携
わ

る
真
宗
僧

侶
四

名
（
日
本
人
一

名
・

日

系
三

世
米
人
二

名
・

欧
州
系
米
人
一

名）
、

曹
洞
宗
僧
侶
三

名
（
日
本
人
二

名
・

欧
州

系

米
人
一

名）

を
無
作
為
に

人
選
し

、

い

く
つ

か
の

テ

ー

マ

に

よ

り
自
由

回

答
を

求
め
た

。

以
下
に
回
答
を
ま
と
め
る

。

・

教

学
の

ア

メ

リ

カ

化

　【
真
宗】

キ

リ
ス

ト

教
と
の

差
別

化
の

結
果、

禅
や

通
仏
教
か
ら
非
二

元
論
的
な

表
現
を

使
用
し

、

浄
土
教
的

表
現
か
ら

の

乖

離
が
あ
る

。

ま
た

教
学

解
説
の

英
訳
不
足
と

真
宗
用
語
の

英
訳
の

難

し
さ
と

い

う
問
題
も

挙
げ
ら
れ

た
。

【
曹
洞
宗
】

ア

メ

リ
カ

化
さ
れ

た

教

学
が、

本
来
の

曹
洞
宗
の

「

言
葉
か

ら

離
れ
る
」

と
い

う
あ
り

方
と
ズ

レ

を
生
じ
る

問
題
が
あ
る

。

・

行
の

ア

メ

リ
カ

化
　【
真
宗】

行

為
の

重
要
性
が

問
わ

れ
る

ア

メ

リ
カ

で
、

真
宗
で

は

自
己
の

行
為
は
さ
と
り
に

は

役
に

立
た
ず、

た

だ

阿
弥

陀

仏
に

ゆ

だ
ね
る
こ

と

で

救
わ

れ
る

と

説
く
の

で、

馴
染
ま
な
い

部
分
が
あ

る
。

「

坐

禅」

を

取
り
入
れ

人
を

集
め

よ

う
と

い

う
動
き
が

あ
る
。

【
曹
洞

宗】

ア

メ

リ
カ

で

坐
禅
が
急
速
に

普
及
し
て

い

く
中、

行
の

目
的
が
悟
り

で

は
な
く

身
心
の

健
康
維
持
や

ス

ト

レ

ス

へ

の

対
処
と

い

う
目
的
が
見
ら

れ
る

。

・

儀
礼
の

ア

メ

リ
カ

化

　【
真
宗
】

簡
略
化
と

英
語
化
が

進
ん

で

い

る

が
、

儀
礼
の

意
味
解
説
を
行
い
、

ア

メ

リ

カ

独
自
の

儀
礼
を
構
築
す
べ

き
で

あ

る
。

【

曹
洞

宗】

簡
略
化
と

英
語
化
が

進
ん

で

い

る
。

僧
侶
が
儀

礼
本
来

298（1020）
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